










 

昭和 56 年度からの継続研究である。母親は子どもに対して,このような姿に育って欲しい

という希望を抱く。この希望は明確に意識されることも多いが十分に自覚されていないこ

ともある。この希望のことを発達期待といい,日常のしつけはこれに沿ってなされる。発達

期待をもち得るのは,人間の子どもに可塑性,つまり生後の環境によってつくられる可能性

が大であることを前提としている。また育児に関心があるからこそ期待するのだともいえ

る。 

 発達期待の内容には病気をしたり怪我をしないで健康に育って欲しいというような普遍

的な面もあるが,心の発達については母親相互間にかなりの差異があるものである。積極的

で,仲間と争ってでも優位に立ちたがる子どもになることを期待する親もあれば,温和で誰

からも好意をもたれる子どもになって欲しいと望んでいる親もある。 

 さらにその子どもが男の子であるか女の子であるか,複数の子どもがいる場合,出生順位

が上であるか下であるかによって発達期待の内容は相違するであろうと考えられる。この

ことは,たとえば「男の子のくせにそんなことをしてはいけない」とか「あなたは妹なのだ

から妹らしくしなさい」という日常のしつけ場面においてしばしば観察されるところであ

る。きょうだいがその出生順位によって扱われ方が違うということは,わが国のしつけの特

徴としてしばしば指摘されているところである。男の子に対するしつけと女の子に対する

しつけは戦前においては大きな違いがあった。この点については現在はかなり接近してい

ると考えられるが,実情はどうであろうか。また上の子と下の子はどの程度違う期待がもた

れているのか。これらの点を明らかにするのが本論の目的である。 


